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肺癌を原発とする転移性陰茎腫瘍の1例
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METASTATIC PENILE TUMOR FROM LUNG  CANCER  : 

A CASE REPORT
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            (Chief: Dr. M. Sasaki)
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   A 70-year-old man, who had squamous cell carcinoma of lung, complained of urethral 

pain. Physical examination revealed an induration of the bulbous urethra and a month later 
corpora cavernosa were involved. Biopsy was performed and pathological diagnosis was me-
tastatic penile tumor originating from squamous cell carcinoma of lung. Several days after 
the biopsy the patient died of pleuritis carcinomatosa. 

   Metastatic penile tumor is u rare disease and only 87 cases have been reported in Japan. 
We review the literature on metastatic penile tumors.

Key words : Metastatic penile tumor, Squamous cell carcinoma, Lung cancer

緒 言

転移性陰茎腫瘍は稀 な疾患 で,本 邦ではわれわれ の

調べえたか ぎ りにおいて,現 在 まで87例 報告 され てい

るにす ぎない.今 回われわれ は肺扁平上皮癌 を原発 巣

とし球部尿道海綿体 より転移巣の出現 した転移性陰茎

腫瘍を経験 したので,若 干の文献的考察を加え報告す

る.

症 例

患者=70歳,男 性

主訴:尿 道痛

家族歴:父,胃 癌,弟,前 立腺癌

既往歴:十 二指腸潰瘍,動 脈硬化閉塞症

現病歴ll985年5月 よ り左鎖骨上窩 リンパ節の無痛

性腫大に気付 き,左 前 胸部圧迫感 も出現 したため,同

*現:和 歌山赤十字病院泌尿器科

年7月30日 当 院 胸 部外 科 を受 診 した.レ 線 所 見,左 鎖

骨 上窩 リ ンパ節 生 検 に よ り肺 扁平 上 皮 癌 お よび そ の リ

ンパ節 転 移 と診 断 され,8月20日 胸 部 外科 入 院 と な っ

た.放 射 線 治 療 中,尿 道痛 が 出現 した た め,9月17日

泌尿 器 科 へ 紹 介 され た 。

現 症:身 長161cm,体 重46kg,栄 養 状態 良 好.

胸 腹 部 理 学 所 見 は十 二 指 腸 潰 瘍 の 術 創 を心 窩 部 に,リ

ン パ節 生 検 の 術 創 を 左 鎖 骨 上窩 に認 め る他 に異 常 な

し.表 在 リン パ 節触 知せ ず.直 腸診 に て 前 立 腺 に 肥

大,圧 痛 な く,表 面 平 滑,左 右対 称,可 動 性 良 好.陰

茎 は球 部 尿道 に硬 結,圧 痛 を 認 め た が,陰 茎 海綿 体 に

は 異 常 を認 め なか った.

入 院時 検査 成 績(胸 部 外 科 入 院時):血 液 一 般:赤

血 球325×Io4/mm3,白 血 球6,800/mm3,Hb11.59/

dl,Ht35.0%,血 小 板19.5×104/mm3.血 液 生 化学:

Na140mEq/1,K3.9mEq/1,CI108mEq ,ll,P3.5

mg/dl,Ca7.2mg/dl,BUN14mg/dl,CrO.7mg/

dl,GOT471U/1,GPT181U/1,LDH1901U/1,
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Fig.4,Painfulpriapism.
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Urethrogramshowsstenosisandir-

regularityofthebulbousurethra .

Al-P1941U/1,TP6.29/dl,cEA248.7ng/m1 ,尿

所 見1蛋 白(一),糖(一),潜 血 反応(±),pH6.

沈 査:赤 血 球lo～12/hpf,白 血 球o～1/hpf,上 皮

1～2/hpf,円 柱(一),細 菌(一)=尿 細 胞 診 陰性

胸水 細 胞 診 陽 性.

心 電 図1異 常 所 見 な し

X線 所 見 ・胸 部 単 純 撮影 に て左 肺 門 部 の111瘍 陰影,

左 気 管 支 の変 位,胸 水 に よる 左肋 骨 横 隔 膜 角 の鈍 化 を

馨
Fig.5.Histologyofthesupraclavicularlymph

node.Centralnecrosisandsquamous

cellcarcinomaaredemonstratedH&E,

reducedfromx40.

認めた(Fig.1).胸 部CTス キ ャンにて も左肺門部

の腫瘍,胸 水を認めた(Fig.2).尿 道造影で は球部

尿道の狭窄お よび壁の不整を認めた(Fig.3).

経過:消 炎剤,抗 生剤を投与す るも症状の改善はみ

られず,や がて排尿 困難 も出現 した.尿 道海綿体の硬

結は次第に拡大 し陰茎海綿体 にまで広が り,陰 茎全体

の腫大 と轡曲,変 形 を認め た(Fig.4).x線 所見お

よび臨床経過 より肺癌の陰茎 転移を疑いll月14日 陰茎

海綿体の一部を懊状に生検 した.内 部は凝血 で充満 し

てお りほ とん ど出血を認めなかった,生 検後 も全身状

態,局 所症状 ともに悪化 し,亀 頭部分は壊死状態 とな

り激 しい疹痛 を訴えた.こ のため陰茎切断術 を考慮 し

が,11月19日 癌性胸膜炎にて死亡 した.な お剖検は施

行 しえなかった.

病理 組織所見:8月1日 施 行 した鎖骨上窩 リンパ節

生検にて,リ ンパ節のほぼ全体にわた り浸潤 し中心部

に壊死を 伴 う扁平上皮癌細胞を認め た(Fig.5).陰

茎海綿体においても洞内に リンパ節 と同様の細胞が島

ない し敷石状 に充満 しているのが認め られ た(Fig.

6).以 上の所見 よ り肺扁平上皮癌 の陰茎転移 と診断 さ

れた.



考 察

武縄 ・ほか:転 移性陰茎腫瘍 ・肺癌

転移 性 陰 茎 腫瘍 の報 告 は稀 で 欧 米 で 約200例1).本

邦 で は1934年 斉藤2)の 報 告 以来 自験 例 を 含 め て88例

にす ぎな い3-9)(Table1).原 発 巣 と して は膀 胱,つ

いで前 立腺 が 多 く両 者 で 約6割 を 占め て お り,こ れ ら

に直 腸 な どの骨 盤 内臓 器 を 加 え る と8割 に ものぼ る と

報告 され て い る3)。 そ の理 由 と して,Paquinら10),

Abeshouseら11),三 品 ら12)は 転 移経 路 の記 述 の なか

で,骨 盤 内静 脈 叢 よ り深 部 陰 茎 背静 脈 へ のrctrograde

venousmetastasis,retrogradelymphaticme-

tastasis,お よびdirectinvasionが 有 力 な 経 路 とな

るか らで あ る と述 べ て い る.こ れ に対 して 骨 盤 外 臓 器

よ りの 転移 は少 な く,肺 原 発 の もの は今 回 われ われ の

調べ えたか ぎ りで は 自験例 も含め 本 邦 で4例 に す ぎな

い(Table2).肺 原 発 腫瘍 よ りの転 移 経 路 と して は動

脈性 転移 が 有 力 と され て い る.

臨 床 症状 と して は 陰 茎 の硬 結,強 直,自 発 痛 お よび

圧痛 が 多 くほ ぼ 半 数 は い わ ゆ るmalignantpriapism

に いた る と され て い る3).原 発 部 位,組 織 型 の 如何 に

かか わ らず 転 移 巣 の初 発 部 位 は陰 茎 海 綿 体 が ほ とん ど

で,排 尿 困 難,排 尿痛 は転 移 巣 が 尿 道 海 綿 体 へ 浸潤 す

る まで 出現 しな い の が一 般 で あ る31∩11)。 自験 例 で は,

まず 尿道 海 綿 体 へ の 転移 に よ り尿 道iRlr排 尿 困難 が 出

現 し,そ の1ヵ 月 後 に 陰茎 海 綿 体 へ 浸 潤 して い った点

で もきわ め て稀 な症 例 と思 わ れ る.こ の症 例 に おけ る

転移経 路 と して は 内陰 部 動 脈 よ り尿 道球 動 脈 を介 した

のが考 え られ る が,充 分 な 生 検 お よび剖 検 を施 行 しえ

ず確 認 で きなか った.

なお 転 移 性 陰茎 腫 瘍 は末 期 癌 の 全 身転 移 の一 徴 候 と
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Fig,6.Histologyofthecorpuscavernosum.

Squamouscellcarcinomaisdemonstra-

ted.H&E,reducedfromx40.

Table1, Theprimarysiteofmetastaticpenile
tumorin,Japan.

Genitourinarytract

Bladder

Prostate

Kidney

Ureter

Testis

Urethra

69(78.3°O/a)

28

21

12

4

2

z

Gastrointestinaltract

Rectum

Stomach

Esophagus

12(13,6%)

6

4

z

Respiratorytract

Lung

Nasalcavity

5(5,7%)

4

1

Others

Mediastinum

2(2,3%)

2*

Total 88

*ThymomaandSeminoma

Table2.Metastaticpeniletumorsfromlungcancer.

報告者 年齢 組織 主訴 治療 転帰

秋 田.ほ か13)43SCCP.硬 結 陰茎切断3M.死

(1979)

薄 井.ほ か5)72AC

(1985)

本 多.ほ か8)69SCC

(isas>

自験 例70SCC

P.尿 閉 生検 のみ1M.死

P.陰 茎痛 陰茎切 断3M.死

尿道痛 生検 のみ3M.死

SCC:squamouscellcarcinoma,AC:adenocarcinoma,P:priapism,M:month

して出現す るこ とが ほとんどであ るため予 後はきわめ

て悪 く,ほ とん どの症例が診断がついてか ら6ヵ 月以

内に死亡 して いる.1年 以上 の生存例は,わ れわれの

調べえたか ぎ りでは胃原発 の2年11ヵ 月14),前 立腺原

発の2年9ヵ 月15),直 腸 原 発 の1年3ヵ 月16)の3例

にす ぎない.治 療 と しては激 しい疹痛やmalignant

priapismに 対 して 全除精術や 陰茎切断術が考慮され

る場合 もあるが予後の改善は得 られてお らず,積 極的

な手術適応はない と考 えられてい る17).ま た放射線療

法や化学療法 も転移性陰茎腫瘍の性格か ら考 えて効果

は期待 しに く く,実 際 に著効例の報告はほ とんどみあ

たらない.肺 原発の ものも同様で,4例 とも陰茎に対
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して生検 もし くは対症療法に とどま り,3ヵ 月以 内に

全例死亡 してい る,

結 語

本邦4例 目の肺を原発巣 とす る転移性陰茎腫瘍 を経

験 したので報告 した,本 例 は尿道海綿体 よ り転移 巣が

出現 し,尿 道痛を主訴 とした点 でも稀な症例 と思われ

た.

本邦88例 の転移性陰茎腫瘍について若干の文献的考

察 を行な った.

なお,本 症例 は第114回 日本泌尿器科学会関西地 方会にお

いて発表 した.
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